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1940年第42月次1大94戦4年12月 195朝1-5鮮3会戦計争年度 ミサイ会ル計時年代度1958-60 
(180万額ドル〉 % (100万額ドル)I 岬W (100万額ドル)I 9G
主要軍需調達 186，083 100.0 36，749 100.0 55，599 100.0 
兵器部門 44，144 
航空機 日9，503 32.0 14，716 40.0 18，692 33.6 
誘導ミサイル 70 037 486 1.3 12，311 22.1 
船 27，648 14.8 2，194 6.0 2，755 5.0 




電子・通信施設 9，128 4.9 7，487 13.5 






建設 / 4，142 
出所) Mertofi]. Peck and Frederic M. Scherer， The Weapons Acquisition Process: An Econ. 
omic Anαlysis， 1962， pp. 108-109 
5) 航空機・誘導ミサイル電子通信施設の受注は大企業に独占されている。この分野で小企業が
受注している比率を1万ゴル以上の調達額でみると【1969会計年度)，各々 2.7%，1.4%. 10.3見
と極めて低い。 MaterialsPrepared for the Subcommittee on Defense Procurement of' the 
Joint Economic Committee， Background Material on Economic Aspects 01 Military Pro 
'"問η'1entand Sutply， 86th Cong.. 2d 5e5s.. 1960. p. 91. 




をみたのが第 2表 Eある。兵器シλテムに占める R&D の割合は歴史的に増
加の一途を辿ってし、るのがわかる円。また， R&Dは絶対額におし、ても増大し
てきた。 1920年代の航空機プロトタイプ費用は 1万ドル以下， 1930年代後半で




システム R&D 生産への支出 配備 合計
B-36 2% 25% 73% 100% 
B-47 3 47 50 100 
B-52 5 50 45 100 
B-58 18 52 30 100 
B-70 Csmall force) 30 43 27 100 
B-70 (large force) 12 45 43 100 
F-86 1 23 76 100 
F-lOO 3 39 58 100 
F-I05 21 49 30 100 
F-l日8 23 42 35 100 
Atlas-Titan 20 39 41 100 
Dynasoar 19 43 38 100 
出所〕 第1表と同じ， p. 315 
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in J. A. Stockfisch (ed，). Planning and Forecasting in the Defense lndustries， 1962， p.144 
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と生産の費用〉に占める R&Dの比率を歴史的にみてみると， 1945年の 53ぜか~. 196C年の40
%， 1975年の57%へと増λしてきている。 Jacque-sS. G四 sler，The Defense lndustry， 1982， p 
102. 
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なされた。すなわち，巨大軍需企業は科学技術者の「引き抜き」の形で，国防
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